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昭和大学歯学部だより 
 

巻頭言 ―未来の探り方―  ＜歯学部長 槇 宏太郎＞ 

新年を迎えてだいぶ経ちましたが，本年も何卒よろしくお願い申し上げま

す．年頭においては，未来を占う新聞や雑誌の記事を目にされた方も多いの

ではないでしょうか．これからの医療はどうなるのか，これからの教育では何

を考えるべきか等々，予測することができれば様々な場面で役に立ちます． 

２０２１年の本誌新年号では，新エネルギー・産業技術総合開発機構（ＮＥＤＯ 

ＴＳＣ）が２０２０年６月に発表したコロナに関する三つのシナリオを紹介しまし

た．未だに終息は見出せませんが，それらの推測と現状の乖離を比較する

と，さらに正確に未来を探る上でとても参考になります．その他にも，内閣府 

ＨＰから健康・医療のページに進み，ＡＭＥＤの中長期目標を閲覧したり，内

閣官房ＨＰから本部活動情報へ飛んで，医療ＤＸや教育未来創造会議の提言を読んでみるのもいいでし

ょう．歯科医療に関する情報は多くはありませんが，歯科界や歯学部が将来に備えて考えるべきヒントを

いくつも教えてくれます．日々お忙しいこととは存じますが，一息ついた際にどうぞご覧になられてくださ

い．明るい一年にしましょう． 

ＯＳＣＥが実施されました ＜ＯＳＣＥ委員長 菅沼 岳史＞ 

２０２３年度共用試験ＯＳＣＥが，１月２２日（日）に歯科病院において実施されました．第８波真っ只中

の開催でしたが，昨年度の反省を活かして十分な感染対策を取り，総勢１９３名の評価，運営スタッフが

当日欠けることなく，また，学生も自宅待機中の２名を除く９５名全員が受験し，無事終了することができ

ました．未受験の２名の学生については，２月７日に追試験を行う予定です．今回のＯＳＣＥが旧制度最

後となり，来年度は新制度のトライアルとして実施されます．大きく変わる点としては，できるだけ多くの内

部評価者が共用試験実施機構の認定を受ける必要があります．認定講習会や実施の詳細については，

わかり次第皆様にお伝えしますが，ＯＳＣＥ自体の運営は各大学に任されることになりますので，これま

で同様にご協力の程，よろしくお願いいたします．なお，来年度は１月２１日（日）（前日準備２０日（土））の

予定です．  
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P.1 【巻頭言】歯学部長 槇 宏太郎教授 

【OSCE が実施されました】OSCE 委員長 菅沼 岳史教授 

P.2 【大学入学共通テストが実施されました】入試常任委員 坂井 信裕准教授 

 【歯科医師国家試験】D6 チューター長 坂井 信裕准教授 

P.３ 【学部連携チーム医療 PBLⅡが開催されました】教育推進室 片岡 竜太教授 

【D3 昭和大学附属病院病棟体験実習が行われました】横浜市北部病院歯科麻酔科 増田 陸雄講師 

P.４ 【昭和大学附属病院病棟体験実習に参加いたしました】歯学部 3 年 西岡 巧真君 
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大学入学共通テストが実施されました＜入試常任委員 坂井 信裕＞ 

１月１４日（土），１５日（日）の２日にわたって独立行政法人大学入試センターが実施する大学入学共

通テスト（以下，「共通テスト」）が実施されました．「センター試験」から「共通テスト」に変わって，今年で３

回目の入試です．全国の出願数は５１万２千人で，前年度（２０２２年度）より１万７千人減少したようで

す．共通テストは各大学が大学入試センターと協力して共同で実施しますが，本学では１３年前から共立

女子大学と共同で実施しています．歯学部では，共通テスト利用入試は学力試験（共通テスト：数学／国

語，理科，外国語）と面接を総合的に判断し，合格定員は５名です．新型コロナ感染症拡大の第８波が続

く中でしたが，２日間とも大きなトラブルはなく，無事終了しました．試験監督をご担当頂いた教職員の皆

様におかれましては，試験当日は朝早くから夕方までご協力をいただき，誠にありがとうございました． 

歯科医師国家試験が実施されました ＜Ｄ６チューター会議 坂井 信裕＞ 

第１１６回歯科医師国家試験が１月２８日（土），２９日（日）の２日間にわ

たって西巣鴨にある大正大学にて，関東圏の他大学４校との合同会場とし

て実施されました．前日から雪の予報で天候が心配されましたが，朝から

晴天に恵まれ，無事２日間が終了しました．今年度は８９名の卒業生が国

家試験を受験しました．昨年度と同様に新型コロナ感染症対策のために試

験場に入る前に体温検査を行う長い列ができていました． 

今年度は秋以降から，６年生の講義形式を大学や自宅で受けられるライ

ブ講義のハイブリッド式とし，学生自身が学修環境に合わせて講義を受け

る場所を自分で選択する形式にいたしました．６年間の努力の成果が実る

ことを切に願っております．また，講義や指導をご担当された多くの教員や

関係者の皆様にも深く感謝申し上げます．合格発表は３月１６日（木）です．

素晴らしい結果が届くことを心より期待しております． 

 

行事予定 

  

【２月】 

２月 ５日（日）：一般選抜入試（Ⅰ期） 

大学入試共通テスト利用入試 

２月２５日（土）：大学院春期Ⅱ期 

 

 

 

【３月】 

３月 ５日（日）：一般選抜入試（Ⅱ期） 

３月１５日（水）：卒業式・学位記伝達式 

３月２２日（水）：大学院春期修了式 

３月２９日（水）：Ｄ５オリエンテーション 

３月３０日（木）：Ｄ２・Ｄ４オリエンテーション 

３月３１日（金）：Ｄ３・Ｄ６オリエンテーション 
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学部連携チーム医療ＰＢＬⅡが開催されました  
＜歯学教育学講座 片岡 竜太＞ 

Ｄ３が参加する学部連携チーム医療ＰＢＬⅡは，開始から１５年が経過しました．学長からコロナ禍にお

いても昭和大学の特色である学部連携教育は中止しないでほしいと要請され，ホワイトボードとポストイ

ットを活用していたＰＢＬのデジタル化に取り組みました．まずＰＢＬの進め方をシンプルにし，上條講堂で

一度に行っていたオリエンテーションなどを，ＰＢＬの進行に合わせてＧｏｏｇｌｅ Ｃｌａｓｓｒｏｏｍで動画を視

聴する形に変更しました．グループディスカッションにはＭｅｅｔとＧｏｏｇｌｅスライドを活用しました． 

これらを，２０２０年度はオンライン，２０２１，２０２２年度は対面で実施しました．学生アンケート結果か

らは「学修意欲が高まった」「チーム医療の重要性が理解できた」「充実感が得られた」について「とてもそ

う思う」が７０～８０％と，デジ

タル化前の２０１９年度に比

べ約２０％上昇し，学修成果

が上がったことが推察されま

した．Ｄ４での学部連携ＰＢＬ

Ⅲも通じて，患者さんの全身

状態や社会的背景も考慮し

た上で，他の医療職と協働し

てより良い医療を提供できる

歯科医師になってもらいたい

と思います． 

Ｄ３昭和大学附属病院病棟体験実習が行われました     
＜横浜市北部病院歯科麻酔科 増田 陸雄＞ 

２０２３年１０月から１２月にかけてＤ３昭和大学附属病院病棟体

験実習が行われました．この実習は６年次の学部連携病棟実習

のプレ実習としての位置づけになっていて，学生は１名ずつ医科

病院病棟に配属になり，看護師の下で入院患者の問題点を把握

し，医療チームの連携および責任について学びます．実習に先立

ち昭和大学病院 中村看護次長から「看護業務と病棟環境の理解」

について，富士吉田校舎 相澤 寿子先生から「標準予防策と手

指衛生」についての講義を受けました．私を含む各附属病院歯科

麻酔科医は実習期間中の学生をサポートする役回りでしたが，トラブルもなく無事に実習は終了し，３年

生全員有意義な体験ができたことと思います．この体験を今後の学部連携病棟実習にいかしてもらい，

ゆくゆくは昭和大学歯学部の卒業生として「チーム医療」を実践できる歯科医になってくれることを願って

います．最後になりましたが，この実習に関わってくれた医科スタッフにこの場をお借りしてお礼申し上げ

ます． 
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昭和大学附属病院病棟体験実習に参加いたしました  
＜歯学部３年 西岡 巧真＞ 

１１月１日の９時から１６時までと短い時間でしたが，昭和大学病院入院棟１２階にて実習を行いました．

実習では実際に看護師の方につき，業務を見学させていただきました．業務の中には，患者さんのトイレ

の付き添い，食事や歯磨きの介助，体拭きなど，多くのものがありましたが，これらに共通していたことは，

患者さん自身ができることは患者さんに任せるということでした．また患者さんとのコミュニケーションでは，

痛みの度合いを１０点満点に換算して質問するなど，患者さんに対しわかりやすい簡潔な言葉を用いて

いたことや，１回の説明では理解の及ばない患者さんに対しては根気強く何度も説明していたことが印象

的でした．今回の実習は，患者さんとの対話の方法や，信頼関係を構築することの重要性を学ぶとともに，

大学病院の雰囲気や歯科以外の医療職の業務を知る良い機会となり，非常に有意義なものであったと

感じています．最後に，お忙しい中，実習を担当してくださった昭和大学病院入院棟１２階の看護師の

方々に深く御礼申し上げます． 

 

日本義歯ケア学会優秀学会賞を受賞しました 
＜高齢者歯科学講座 佐藤 裕二＞ 

日本義歯ケア学会は会員数３００名程度のこじんまりとした学会です

が，活発な活動をしています．あらたに設立された「学会優秀賞」を受

賞できました．これは，学術論文を介して、本会の発展に顕著に貢献し

た研究者に贈られます．また，本会の進歩発展に貢献し，若く優れた研

究者として，当講座の兼任講師の池村直也先生が，優秀奨励賞を受

賞しました（該当業績は大学院時代）．栄誉あるダブル受賞となり，ＷＥＢでの贈呈式となりました． 

Ａｗａｒｄ（受賞） 
令和４年度日本口腔組織培養学会・学術大会奨励賞  

山田 篤（口腔生化学講座 准教授） 

第５８回日本口腔組織培養学会・学術大会ベストプレゼンテーション賞  

河合 良太（歯科矯正学講座 大学院４年） 

訃報         ＜広報委員長 野中 直子＞ 

歯学部口腔生化学講座 教授 上條竜太郎先生が令和４年１２月２７日にご逝去されました． 

ここに謹んでお悔やみ申し上げお知らせ申し上げます． 

 

昭和大学 歯学部だより 通算220号  2023年2月発行 

発行責任者：歯学部長 槇 宏太郎  編集責任者：広報委員会委員長 野中 直子 

１月号編集委員：渡邊 賢礼（広報委員会） 

〒142-8555 東京都品川区旗の台1-5-8 TEL：03-3784-8000 

ホームページ：https://www.showa-u.ac.jp


